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という気がします。
エルマコーワ　政治の影響もありますけれど、それでも、ロシアから日本に留学
される人はいますよ。分かっている限りでは、今現在日文研にロシアからの来訪
研究員がいませんが、大学にはロシアからの留学生がいます。又、日本文化・文
学のロシアの研究者は今も日本大学や国際交流基金を媒介して来日すると聞きま
した。しかし、前に比べて、もっと少なくなりました。
松枝　ありがとうございます。私もロシアやソ連における日本学のことにとても
関心を持っていたので、ロシアの日本文学・文化研究の現状を知ることができて
うれしいです。
エルマコーワ　もちろん明治期の翻訳はそんなに多くないですし、二葉亭四迷以
外は訳されていないと思います。今日はあなたが二葉亭四迷について書いた本を
持ってきていないのですか。
松枝　すみません。あまりにも大きな本なので、今日お持ちすることができなく
て。ぜひよろしければ 1冊差し上げたいのですが、いかがでしょうか。
エルマコーワ　喜んで読ませていただきます。送ってくださればありがたいで
す。
松枝　ありがとうございます。後日、お送りいたしますね。

現在の研究・教育活動について
松枝　そろそろ最後の質問になりますが、先生の現在のご研究や教育について
伺ってもよろしいでしょうか。
エルマコーワ　去年は、9回ほど講演や講義を行いました。それは学問的な研究
の結果で、モスクワの学会で、日本の古代に関するものがほとんどです。ロシア
に関係ある講義は去年か一昨年だったかと。ヨコタ＝村上［孝之］先生（比較文
学者・ロシア語学者・元大阪大学大学院准教授）の依頼で、阪大で講義をしまし
た。日本におけるロシア語の教科書の歴史と展開と特徴です。検討しようとする
と、大変おもしろいものがたくさん出てきました。明治期から現代までにロシア
語の教科書と辞書は 700冊ほど出ています。どれも文化的な面白さがあります。
　私は、自分が日本語を勉強した教科書を思い出しましたが、日本のレアリアは
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全くなかったですね。「共産党委員会」
や、「プロレタリア諸国の団結」などは
外国人に通訳するために必要なものだと
されていました。しかし、日本文化に関
わるもの、例えば、日本の習慣、食料
品、祭りや、日本美術や工芸についての
言葉は何も一切載っていなかったので
す。教科書には文化的な背景が非常に関
係しています。日本の教科書ではどのよ
うに、ロシア文化を見せようとしたかを
調べたところ、昔の教科書でもちゃんと
ロシアの文化的雰囲気を伝える努力がな
されているのです。びっくりしました。
たとえば、戦前の軍事関係の教科書だ

エルマコーワ先生のご著書（2005年出版）

と、ロシアの兵士が描かれているものがあっても、また別のものには、ロシアの
美しい自然に関する文章や、チェーホフの短編小説が載っていました。
　もう一つ驚きだったのは、2000年に発行された教科書で、その教科書の登場
人物は、ロシア人と日本人です。テキストの背景として、モスクワから 100キロ
くらい離れた距離で、架空の都市 Японоградがあります。もうずいぶん前から
存在しているということで、日本人とロシア人が住んでいて、お互いにいろいろ
と話をしているんです。この Японоградは、広場や通りの名前がおもしろいの
です。例えば、Площадь перестройкиや、 Проспект гласности。私はこれを読んで、
悲しくも感じました。この教科書が作られた当時は、ペレストロイカの精神がこ
れから生きるだろうという期待があったと思うのですが、現実はそうならなかっ
たのです。調べた教科書の全てについて語れませんでしたけれども、新しいこと
がたくさん分かって大変楽しかったんですよ。ロシア語教科書を知ることできた
のは、本当に私にとってよい機会で、招いてくださったヨコタ＝村上先生に感謝
です。
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愛好する日本文学・ロシア文学にについて
松枝　ぜひ先生にお伺いしたいのですが、一番お好きな日本文学の作品、ロシア
文学の作品は何ですか。
エルマコーワ　日本古典文学以外では、若いときには石川啄木の短歌が大好きで
した。一つに絞れないですよ。私は万葉集が好きですが、現代の歌人の作品も
翻訳しました。前田夕暮（歌人、1883–1951）の短歌です。芥川龍之介や、横光
利一が好きです。後者の作品も訳しました。実験的な作品でした。こういう実
験的な作品も面白いです。しかし、古代に対する憧れが強いです。『延喜式』の
祝詞の翻訳もしましたし、『古事記』第 2巻の翻訳も担当しました。『日本書紀』
も 1～16巻まで翻訳、研究しました。『延喜式』の祝詞、「続日本紀」の宣命、
『倭姫尊世紀』の翻訳と研究は難しかったですが、いつも楽しくありがたい仕事
でした。そして今何をやっているかというと、エカテリンブルグで “Японская 

древность”というシリーズの編集委員会に入っています。一度『高橋氏文』の翻
訳と研究を提出して、次は『新撰龜相記』の翻訳・研究を発表しました。ロシア
研究に関しては、1930年代のロシアにおける日本文化の研究者、そのテーマの
流れと悲劇的な運命を検討して見ました。日本とロシアの学会でその資料の発表
もしました。
　ロシアの Поэзияなら、プーシキン、若い頃はパステルナーク、インノケン
ティ・アンネンスキー、ブローク、大好きな詩人が多いですし、詩をたくさ
ん覚えています。またそろそろ 14年経ちますが、ロシア詩の поэтикаの授業
（Поэтика会）をずっと行っています。それは［扇］千恵さんのおかげです。千
恵さん、大変感謝いたしております！　自分の大好きなロシアの詩に興味を持っ
てらっしゃる日本人の前で朗読して、響きの魅力や意味を一生懸命伝えようとし
ています。
扇　本当にあんな授業はどこにもなかったです。音の世界について語ってくださ
るのです。先生の授業は、毎回詩の理論的なこと、あるいは歴史的なことから始
まって、毎回詩人の 1人、2人の詩を朗読してくださって、詩の意味など、私た
ち日本人にはできないような話を何年も続けてくださったんです。今はオンライ
ンですね。私はオンラインになってから抜けましたが、最初は私が先生にお願い
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して、何人か集めてやっていました。もう最高でした。
エルマコーワ　поэтикаを講義のテーマにしたきっかけは次のとおりです。以前、
学生の一人が「来週ゼミで何を読むのですか」と聞きました。「プーシキン」と
私が言うと、「またプーシキンですか」と彼女は私に言いました。私は、「なぜ、
プーシキンが嫌なのですか」と言うと、彼女は優秀でしたが、「プーシキンは内
容が薄い。あなたを愛する、愛した、そればかり」と言うのです。私はこれを聞
いて、20世紀のアメリカの詩人が言った言葉を思い出しました。彼は、「詩歌と
はなにか」と問われると、それは翻訳の後に残るものだと答えたのです。という
のは、翻訳で伝えることが出来ないものだと言いたかったようです。翻訳できな
い、しかし何とか説明しようと思って考えて、プーシキンの “Я вас любил”の詩
歌的な魅力を説明してみました。
　ポエチカ会を始めたとき、詩の意味を考えず、忘れさせて、音の響きの美し
さ、リズムの動きだけを聞かせたかったのです。例えば、ネットでも読めるパ
ロディ詩があります。数詞からなっていて、数詞しかありませんが、ちゃんと
リズムが整えてあるので、ロシア人は直ぐ ямбか、хорейか、дактильかと分
かる／感じることができます。例えば： “148, 6, 12” （«сто сорок восемь, шесть, 

двенадцать»）という一行はプーシキンの «У лукоморья дуб зеленый» のリズムと
一致しています。リズムの内容的な価値に関する理論的な研究もあります。例え
ばM.ガスパーロフの研究論文　“Семантический ореол метра”（『リズムの意味
論的ハレーション』）です。音声とリズムの整えは内容をもっと深くして、豊か
にするだけではなく、追加の意味をつくることを毎回、ポエチカの授業で伝えよ
うとします。しかし、頑張っても魅力ある 1行の魅力を説明できない場合があり
ます。そのときには諦めて、「信じて下さい、この 1行は魔法だ」というしかあ
りません（笑）。
松枝　リズムが生み出す魔法ですか。プーシキンがやはりロシア語の詩の中でや
はり一番素晴らしいと先生は思われますか。
エルマコーワ　いや、一番素晴らしいというか、彼が詩のリズムが生み出す魔法
を明らかにしたのかもしれません。プーシキンの詩歌は奇蹟のようです。でも、
彼以外にも、違う形でその現象を表した詩人もいましたね。
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松枝　例えば、どの詩人が思い浮かびますか。
エルマコーワ　19世紀のロシアの偉大な詩人は皆そうでしょう。«Звучность» ［響
きの力］という言葉がありますね。ロシアの詩歌の、いつもとても重要なファク
ターです。実は、日本の和歌にも音声の整えが存在すると思いますが、ロシアの
場合、もっとよく聞こえるようで、インパクトがもっと強いかも知れません。時
代が下がると、ある詩人は、わざと強調しています。例えば、バリモントだと
“Чуждый чарам черный челн” ……。あるいは、パステルナークだと、“И будут 

бодро по трое матросы…”とрの音の連発が行進曲みたいですね。内容的にもそう
です。ブロークの “Я любил твое белое платье”（лл, бл, пл）などこのような音の
繰り返しだけではなく、“музыка стиха”のようなものがありまして、リズム抜き
には内容がとても薄いと思われるのは当たり前です。プーシキンもそうでしょう
し。シンボリストの神秘さも理解できなくなります。
松枝　ロシアの詩をもう一度勉強したくなりました。私も小説よりも実は詩が好
きなので。ロシアの詩の音とリズムが好きなので、研究でなくても勉強したいで
す。
扇　松枝さんは、モスクワ人文大学にいらっしゃったのですよね。あと、今度東
京外語大［名誉教授］の渡辺雅司さんとも会われるのですよね。
松枝　はい。今度 9月に、インタビューで渡辺先生にお目にかかります。
エルマコーワ　私も行きたいです。
扇　場所が少し変わったのですよね。逗子にお住まいで、皆で集まって料理した
りしていたのですよね。
エルマコーワ　実は私は明日講義します。大阪でロシア人の集まりがあって、日
本文化の講義をロシア語で行います。神戸市外大のエレナ・バイビコフも参加し
ます。タチアーナ・シェプコーワという人が、リーダーになっています。彼女
は、極東連邦大学で学んでいました。彼女には日本人の夫がいますし、子供もい
ます。大阪で、子供向けのロシア語学校を開いていて、そこの子供たちのために
いろんな日本文化の知識を仕入れているのです。または大人向けの日本文化講座
も開いています。さまざまな背景を持つロシア人が集まって、テーマは多岐にわ
たり、日本演劇や日本のデザイン、日本の歴史などを話します。
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松枝　どれくらいの人数の方がいらっしゃるのですか。
エルマコーワ　場合とテーマによって違います。15～20人までです。
　もう一つ、私にとって重要なことに関して言わせていただきたいです。今年
の 2月から 3月に早稲田大学の特別資料室で A.A.ワノフスキー（Ванновкий, 

Александр Алексеевич, 革命家・日本文学者・早稲田大学露文科講師、1874–

1967）の資料を調べていた際に、レフ・トルストイの一番下のお嬢さんアレクサ
ンドラ・トルスタヤ（Толстая, Александра Львовна, 作家、1884–1979）がワノフ
スキーに宛てた手紙を見つけました。絵葉書は日本で書かれたもの、長い手紙は
アメリカで書かれた物です。これを是非発表するつもりです。日本古代ですと、
ワノフスキーのアーカイブに重要な資料が見つかりました。革命後、日本に亡命
した素晴らしい文学者M. グリゴーリエフ（Григорьев, Михаил Петрович, 日本学
者・翻訳家、1899–1943）が訳した 3編の『延喜式』の祝詞です。N. ネフスキー
の訳より 4年先ですが、その訳の存在について今まではだれも知りませんでし
た。
松枝　なぜ、早稲田大学で見つかったのでしょうか。
エルマコーワ　ワノフスキーは、早稲田大でロシア文学を教えていたのでこれほ
ど見つけられたのです。ワノフスキーは日本神話論を作る予定でしたが、日本語
のテキストを殆ど読めない状態でしたので、友人のグリゴーリエフに頼みまし
た。グリゴーリエフは完璧に日本語を知っていたので、熱心にコメントをつけ
て、ワノフスキーのために美しい翻訳を作りました。
　もう一つの私が入っているグループに関して言わせて頂きたいです。片山ふえ
さんによって 20年以上前に創立されたロシア文学翻訳研究会クーチカと言いま
す。参加者は気にいったロシア文学作品を和訳して、原文と翻訳を他のメンバー
に配り、そして 15人ぐらい集まって、その翻訳を俎上に載せて原文を見ながら
大変詳しく分析しています。数年前に私もその仲間に入って、テキストから分か
りにくいロシアのレアリア、変わっている言い方などをできるだけ説明しようと
します。しかし、このような集まりがありがたいのは、私にとって大事な可能性
を開いてくれるところです。クーチカの皆さんは日本語訳のスタイル、意味の
ニュアンスなどをにぎやかに議論しはじめると、私は一所懸命聞いています。辞
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書に簡単に見つけられない日本語の表現、珍しい単語、文体の特徴その他の貴重
な知識を得ることが出来て、勉強になります。
松枝　エルマコーワ先生、ありがとうございました。そろそろ 2時間を超えます
ので、ここで録音を止めたいと思います。

（文責：松枝佳奈）

エルマコーワ先生が描かれた絵画作品の数々とともに
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生田美智子（いくた　みちこ）

① 1946 年　②大阪外国語大学大学院、大阪

大学大学院　③大阪外国語大学、大阪大学

④日露・日ソ交流史　⑤『大黒屋光太夫の接

吻』（平凡社、1997）、『高田屋嘉兵衛』（ミ

ネルヴァ書房、2012）、『女たちの満洲』（編

著、大阪大学出版会、2015）、『満洲からシ

ベリア抑留へ：女性たちの日ソ戦争』（人文

書院、2022）

2024年 11月 3日、大阪大学箕面キャンパス

にて

インタビュアー：畔栁千明、須佐多恵、藤原克美

インタビューは 2020年に移転した真新しい大阪大学箕面キャンパスの教室をお

借りして実施した。ちょうど豊中キャンパスでは学園祭が行われている時間帯

だったが、箕面キャンパスは静かで、教室には暖かい陽光が射していた。

研究の原点─学生時代、大阪万博とグルジア体験
畔栁　大阪外国語大学での学生時代に印象に残っていることから伺いたいと思い
ます。まず恩師の先生について伺えますでしょうか？
生田　國本哲男先生（大阪大学名誉教授、1925–1996）が指導教官だったのです
が、卒論に何を書くか迷っていました。そうしたら、國本先生が「ゲルツェンに
しなさい」とおっしゃったので、最初の研究はゲルツェンでした。今に至るまで
一貫して興味があるのは女性なので、女性を扱った作品で『どろぼうかささぎ
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Сорока-воровка』を選びました。
須佐　國本先生はプーシキンの専門ですね。
生田　歴史が専門なのよ。プーシキンとか、いろんなことやってはるけどね。
元々京大の史学［科］卒業。習った？
須佐　私、［國本先生が］ものすごく恐くて、ちょっとウダレーニエを間違うと
眉間にしわを寄せて……。
生田　そう？　そんな感じしなかった。優しかった気がしたけど（笑）。卒論を
何しようかと思っているときに、［國本先生に］ゲルツェンはどうかと言われて、
パラパラと読んで、女性を扱った作品を選びました。思想史というより、女性の
方に行きましたね。
畔栁　最初から女性に関心があったということですか。
生田　段々とそうなってきたのかな。私がロシア語を勉強しようと思ったのは、
ロシアで郵便ポストの数ほど保育園があるとか、女性が優遇されていて男女平等
とか、そういうのに高校生のときに憧れてロシア語科に入ったっていうのが元々
なのです。
畔栁　ロシア語を始めたきっかけはソ連社会への関心だったのですね。
生田　実際行ってみたら、それほど素晴らしい社会でもなかったけど（笑）。で
も、あの頃はソ連時代［70年代］で、割と良かったですよ。2回目に行った時
［1991年］はソ連崩壊直前で、もう、荒れた感じで、滞在中に崩壊したのですけ
れど。1回目のときは本当に良かったです。
畔栁　最初にソ連に行かれたのはいつでしょうか。
生田　1975年です。その前に、大学出てすぐに 1970年の大阪万国博覧会があっ
て、コンパニオンをしたのです。プレスセンターっていう、新聞記者とか放送記
者の詰めている部署で、彼らに付いてソ連館に行ったり、ソ連から来た人にイン
タビューをしたりとか、結構楽しかったです。
畔栁　万博にソ連から来たお客さんもいたわけですか。
生田　ソ連から来た人は万博関係者がほとんどで、大方はスタッフとして来てい
ました。アメリカ館とソ連館は、人気があるパビリオンでよく人が集まりまし
た。アメリカ館は月の石を展示し、ソ連館の方はすごい「長大」な建物で。宇宙
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飛行士とかの展示がありましたけど、月から持って帰った石の方がインパクトは
あったみたい。
須佐　私は小さかったからよく覚えていないのですけど、ただソ連館もアメリカ
館もそれはすごい行列で、なかなか入れなかったっていうことは覚えています。
双璧っていうか、すごい人気があったみたいで。そこにいらっしゃったのですね。
生田　そうなのでございます（笑）。
藤原　万博開始以前の準備もされていたのですよね。
生田　そう。1970年に万博が開催されて、準備段階からそこに勤めて。ソ連館
で何か建てたりする時の通訳とか。あの頃の通訳やからいい加減やけどね（笑）。
一応やっていました。
藤原　［大学を］卒業してからですか。
生田　卒業してから。
須佐　先生がグルジアに行ったのもこの時期でしたか。
生田　グルジアに行ったのは 1975年の夏休みです。単に、どこでも良かったの
よ（笑）。行けるっていうので行って。日本から何人か応募があったのですが、
蓋を開けたら、結局行ったのは私だけだった。いろんな国の人と一緒で、1ヶ月
ぐらいグルジアにいました。募集がどこかに貼ってあったのよ。「イクタ・ミチ
コ」でしょ。だから「何とかコ」でそっちが姓だと思われて、［しかも］男のと
こにカウントされてあったのよ。
須佐　多分、そのときグルジアは自分の国を知ってもらいたいということで
……。
生田　初めて外国の人を招待したの。ソ連の一国だったけれども、独立したいっ
ていうのがあってね。血の気が多い人が多くて、椅子を持ち上げてこんなにして
［頭に向かって］振り下ろす。本当に、椅子を突き破って全部顔が出るのよ。あ
んなのを西部劇以外で見たのは初めてでした（一同、笑）。激しい喧嘩で血なん
か流れても平気な感じ。
須佐　グルジアに行ったのは学生時代ですか。
生田　いや、学生時代ではなかったと思います。その頃、京大で非常勤講師をし
ていたのですよ。帰ってきてからグルジアの話をいっぱいして、学生の 1人がグ
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ルジアの専門家になって、京大の人文研に勤めていた。だから私はその後グルジ
アとほとんど関わりはなかったけど、授業で喋りまくったら、その人が興味を持
つように（笑）。
須佐　そのとき、先生はもう結婚されていて、日本に旦那さんを置いてグルジア
に行ったとか。
生田　そう。外国の人に「帰ったら家庭にあなたの場所はなくなっている」とか
言われました（一同、笑）。
畔栁　先生がグルジアに行かれた動機は、語学研修のためとかではなくて……。
生田　なんかともかく行きたい、行きたいっていうので行って。強い目的もあん
まりなくって。カナダとかいろんな国の人が来ていました。西洋の人が多かった
ですけどね。授業が終わって外へ出るでしょ。バスに乗って帰るしか手段がな
かったのですよ。日本だったら何時何分でぱっとバスが出るけど、人が溜まるま
で待っているのよ。だから時間がかかってもうすごかった。宿舎のシャワーも、
浴びていたらすぐ水が止まるのよ。だからもうしょうがないからミネラルウォー
ターでバーッと洗って、とかそういう思い出があります。もういい加減で、「よ

大阪外大教員時代

くこんなで外国人を呼んだな」って言ってい
たけど、ホスピタリティはすごくあってね。
それはすごく良かった。
　［生田付記：グルジア語の授業では受講者
1人にアシスタントが 2人つき、つきっきり
で教えてくれました。内容はもう覚えていま
せんが、サマースクールのような感じでし
た。資本主義国の若者にグルジアの言語や国
情を知ってもらい、将来の国家間の友好関係
につなげたいとの気持ちが満ちあふれていま
した。授業終了後は、劇場に招待してくれ、
最初は感動していましたが、あまりの歓待ぶ
りに付き合うのに、くたくたでした。］
畔栁　学生時代に戻りまして、印象に残って
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いる授業について伺えますか。
生 田　 オ レ ス ト・ プ レ ト ネ ル（Плетнер, Орест Викторович, 東 洋 学 者、
1892–1970）という先生がいて、ニコライ・ネフスキー（Невский, Николай 

Александрович, 東洋学者・民俗学者・言語学者、1892–1937）の親友の一人です
けど、その人がフォネティック・サインを用いた授業をして。音素とかそんな言
葉は聞いたこともなかったのが、彼に教えてもらって。自分［プレトネル先生］
が今発音している音はどれかっていうのを［学生は］言わされるのだけど、音を
聞いてもわからないから。先生の顔を見ていたら大体赤い血が上ったりするのは
この音や、とかいうので、いい加減な判断基準で、私は割と成績は良かったです
（笑）。でも耳で聞いたのではない。
畔栁　プレトネル先生は戦前から大阪外語でロシア語を教えておられて、当時は
最晩年でしょうか。
生田　そうですね、晩年に近いときだったですね。ネフスキーの話もしてくれ
て。ネフスキーは一旦ソ連に行ったのですけど、帰ってくるつもりだった。行
かなければよかったのに、って言っていましたね。弟［オレグ・プレトネル
（Плетнер, Олег Викторович, 東洋学者、1893–1929）］もやっぱり粛清されて。
　ずっと亡命ロシア人の先生ばかりに習っていたのですけど、その後しばらくし
たら、ソ連から先生が来るようになって。そのうちの 1人が亡命したのですよ、
［在日］アメリカ大使館に逃げ込んでね。周りのあらゆる人が訊問されたと言っ
たらあれだけど、警察から事情を聞かれて大変でした。
藤原　そのとき先生は学生だったんですか。
生田　まだ学生だった。［亡命したソ連出身の先生は］身重の奥さんを置いて、
自分 1人で行っちゃったのですよ。奥さんはソ連に強制送還されて、かわいそう
だった。
畔栁　亡命ロシア人とソ連と両方の先生に習われて、違いはありましたか。
生田　亡命ロシア人の先生はみんなお年寄りだったっていうのもありましたけ
どね。ソ連からは若いぴちぴちした人が来て、テンポの速い授業してくれるの
で、教授法がしっかりしているな、っていう感じがありました。亡命ロシア人は
そういう［ロシア語教授法が］専門じゃないしね。亡命ロシア人の先生は 3人い
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ました。元外交官の人とドイツ系ロシア人、それと、イーヤ・レーベジェワさん
（Лебедева, Ия Евгеньевна, 1913–1991）って知らない？
　でも、事件のおかげでソ連との交換教授は一時ストップしてしまった。次、し
ばらくしてから来た人はもう共産党員バリバリの人。絶対逃げないような感じ
（一同、笑）。
畔栁　ほかの学生にはロシア語は人気でしたか。
生田　［ロシア語科は］定員は満たしていましたね。割と人気があったような気
がします。ロシア［ソ連］船が、神戸港とか大阪港に来るでしょう。みんなでグ
ループを組んで行って、船の中で歓待してもらって、良かったです。そのとき初
めて琥珀のネックレスをもらいました。
須佐　私も行きました。ソ連時代の最後ですよね。
生田　行った？　ああいう風にしないと、先生以外にロシア語で話をする人がい
なかったものね。
須佐　大阪港まで行って。もうみんな歓待してくれて。
生田　一緒、一緒（笑）。私は神戸港も、ソ連船が来る度に行っていました。船
に売店があるので、私達も何か買うことができました。
畔栁　船の乗客の目的は、観光ですか。
生田　観光のために来て、日本中を船中泊で回るのですよ。陸に降りてからはバ
スで観光しますけどね。そういう感じの旅行だった。

ロシア語教師として
畔栁　大阪外国語大学の修士課程を出られた後、すぐロシア語を教え始められま
した。
生田　それは非常勤講師としてね。専任じゃなかったです。
須佐　私は先生から LL教室で。発音の先生でしたね。
藤原　私も “LL”です。その頃は二部の夜間のコースもあったから、夜に先生が
生協でご飯を食べているという（一同、笑）。
畔栁　“LL”というのは……？
生田　“Language Laboratory”っていうのでね。ブースがあるのですよね。今だっ
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たら家で聞いたらいいのだけど、当時は家で聞けるような時代じゃなかったか
ら。みんなカセットをブースで入れて、発音するのね。
　大体メカに弱い先生が多いので、授業を受け持つのが嫌で嫌でしょうがない先
生ばっかりなの。法橋和彦［ほっきょうかずひこ］先生（大阪外国語大学名誉教
授、1932–2024）は競馬が好きで、競馬の解説を新聞でもしているくらいなのだ
けど、操作を間違えて競馬を “LL”で流してはるのね。法橋先生自身は学生みん
なが笑っているっていうのに気がつかないのだけど（一同、笑）。のどかな時代
だった（笑）。
畔栁　この頃、ロシア語の教科書［生田美智子、Плотникова Г. Н.『Слушаем 

русскую речь и говорим по-русски』大阪外国語大学、1989年］を作られたと伺い
ました。
生田　プロートニコヴァさん、“プロちゃん”［教え子たちによる愛称］（一同、
笑）と一緒に作りました。
畔栁　ソ連から来られていた先生ですね。
藤原　プロートニコヴァ先生だったら、80年代後半ですか。
生田　1989年 3月出版と書いてある。“ИК (Интонационная конструкция)”が、ブ
ルィズグノーヴァさん（Брызгунова, Елена Андреевна）っていう人の本で流行っ
ていて、それを教えていた。ИК -1, 2, 3とか言ってね。例えば、肯定文はこうな
のだけど、質問の場合はピッと上がって、感嘆文の場合はどう、とかそういうの
をやっていた。
藤原　プロートニコヴァ先生の前に、サンニコヴァ先生（Санникова, Алла 

Владимировна）が最初［に習ったロシア語ネイティヴの先生］で。怖かったと
いうか（笑）。
生田　怖かった？
藤原　体格が大きかったのですよね。パルチザンで戦ったという噂でした。ミン
スクの出身だったから、そう言われていたのだと思うのですけど。向こうの先生
は日本語が全くわからないところに、1年生の 4月からいきなり放り込まれて、
お互いに意思疎通ができない。あれはすごいですよね。学生に言葉が通じないか
ら、先生が「はあ……」って溜息をついている（一同、笑）。
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畔栁　ソ連からの先生は、日本語は全くできない状態で来るわけですか。
藤原　そうですね。だから多分、アテンドは大変というか。宿舎に迎えに行っ
て、食材の買い方、ゴミ捨ての仕方を教えて、とか。
須佐　2年ぐらいおられた気がします。語劇も全部指導してくれたりする。私は
モロゾヴァ先生でした。
生田　1年契約だったような気がするけどな。更新していたのかな。
藤原　サンニコヴァ先生は 2年で、春休みに一回帰って、また戻ってきていまし
た。
畔栁　先生の教え子の方々について伺えますか。
須佐　最近だと植原邦雄さん。防衛省に最初入って、外務省に移ってユジノサハ
リンスクの領事になっていらっしゃるのですけど。
生田　この前行ったときには、植原さんはサハリンにまだ行っていなかったよ
ね。今年度［2024年度］、サハリンにまた行くので、その時には彼を訪ねようか

教え子たちと

なと思っています。
藤原　『セーヴェル』1で言う
と、池田いずみさんとか、杉山
真央ちゃんは先生のゼミ生です
ね。先生のところはロシア人の
学生さんも結構いるのですよ
ね。
須佐　『セーヴェル』の編集に、
先生の教え子の方が携わってい
るのですよね。

 1  雑誌『セーヴェル』：満洲からの引き揚げ者で、哈爾浜学院出身の小泉義勝（関西大学名
誉教授、1920–2009）、満洲で生まれ、雑誌記者をしていた杉山公子（1928–2009）、松野咸五
（1919–1999）、また当時大学院生の内山ヴァルーエフ紀子の 4名を会員とした「ハルビン・
ウラジオストクを語る会」により、1995年創刊。初期の同人には満洲の生活を経験した人
が多かった。2024年現在の刊行ペースは年 1回となっており、40号（2024年）まで刊行さ
れている。インタビュー後半も参照。
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生田　書いてもくれているしね。イリヤ・ハリンさんは留学してきて、一緒に研
究発表会もしましたね。ここにいるときに日本人女性と結婚しました。遠峯エ
レーナさん、遠峯良太君も私のゼミの学生で、結婚して、今ずっと函館にいま
す。

『大黒屋光太夫の接吻』（1997）の誕生─「接触面」に注目する
畔栁　卒業論文のテーマはゲルツェンということでしたが、そこから関心が大黒
屋光太夫にどう移ったのですか。
生田　境界領域というかね。ゲルツェンも亡命ロシア人なのですよね。イギリス
に行って『鐘

コロコル

』を出したり。そういう人に興味があるのは、それはずっと今に
至っています。なぜ大黒屋光太夫に、となったかというと、大黒屋光太夫の「接
吻」っていうことでね。
　その頃、私の後輩にあたる平田由美さんが大阪外国語大学のビルマ語を出てか
ら、京大人文研［人文科学研究所］で助手をしていて、飛鳥井雅道先生（京都大
学名誉教授・日本史学者、1934–2000）の班「文学から何がみえてくるか」に私
も呼んでくださったのですね。そのときに「大黒屋光太夫の接吻」という題で発
表をやったのですが、「接吻」みたいな形態のところから切り込んでいくってい
うのが、気に入っていただけたのです。谷川恵一さん（国文学研究資料館名誉教
授・日本文学研究者）、米井力也さん（大阪大学教授・比較文学者、1955–2008）、
彼らが出版社に売り込んでくださったのですね。それで私は何のつてもなかった
のですが、その研究を『大黒屋光太夫の接吻』というタイトルで出版できたので
す。
　そこからあとは、割と出版社を見つけやすくなりました。最初の出版だし、普
通では出せないのを、そういう人たちのバックアップを受けて出版することがで
きました。研究会に出ていたのはみんな常勤の先生で、私 1人が非常勤だったの
で、みんなも割と気にかけてくれていてね。
須佐　先生のお話だと、人文研で研究発表されたことが後の研究のきっかけとい
うか、そこでの研究発表があったからこそ本が出て、それからですよね。だから
原点でもないですけど、大きな……。
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生田　ステップですね。「文学から何がみえてくるか」というのが研究会の目的
だったのですよね。私は文学者じゃなかったのですけども、なんか呼んでいただ
いて。あと木村崇さん（京都大学名誉教授、1944–2024）も一緒に行っていて。
彼は文学ですけどね。
畔栁　木村先生とはそのときからお仲間ですか。
生田　木村さんとはずっと一緒。木村さんと浅岡宣彦さん。それとあとお亡く
なりになられた、ロシア史研究会の元会長の佐々木照央［ささきてるひろ］さ

『外交儀礼から見た幕末日露文化交流史』より

日本で幽閉生活を送ったワシーリー・ゴロヴニン
（1776–1831）の末裔、ピョートル・ゴロヴニン氏宅
を訪問（右端がゴロヴニン氏）

ん（埼玉大学名誉教授、1946–

2023）。一緒によくロシアに行っ
て発表しました。
藤原　［『外交儀礼から見た幕末
日露文化交流史』（2008）をめ
くりつつ］私、これがすごく気
に入っていたのですよ。腕立て
伏せですか。これが強烈に残っ
ている（笑）。
生田　いや、そういうふうに視
覚的に捉えられていたのですね
（笑）。
藤原　これはどうやって見つけ
たのですか。
生 田　 エ ス ト ニ ア に 行 っ
て、 レ ー ヴ ェ ン シ ュ テ ル
ン（Левенштерн ,  Ермолай 

Ермолаевич, 1777–1836） の 日
記があるのですよ。読んでいた
ら、その中にこの絵があったの
です。
藤原　向こうに行って見つけた
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のですか。
畔栁　先生はこの本の中で、「インターフェース」にいた通詞や民衆の考えに着
目するというテーマを打ち出されています。光太夫もそうですよね。そういう関
心を持たれるようになったきっかけをぜひ伺いたいです。
生田　これは誰か偉い先生の何かがあったからというのではなくて、だから先行
研究を参考にしたわけではないのですけれども、それ以前全然接触がなかった者
同士が接触するとき、接触面にいた人に注目するのは面白いなと思って。通訳と
か、そういう何かに注目しました。だから、外交交渉が全くなかったところを突
破するような人の動きは、光太夫にしろ、関心がありました。
畔栁　関連して、2017年のロマノフ王朝展は東洋文庫とのお仕事ですが、これ
は東洋文庫の牧野［元紀］さんからお話があったそうですね。
生田　牧野さんとはどこかのシンポジウムで一緒になったのですよ。隣に座って。
藤原　山口で何か史料のカンファレンスがありませんでしたっけ。山口大学の古
い資料を見せていただいて、東洋文庫の方が何人かいらっしゃっていました。
生田　それでお知り合いになって、貴重な資料を色々と見せていただいたのです
よね。

日ロ極東学術シンポジウム
畔栁　先生がなさってきたような「境界領域」に着目する研究は今でこそ当たり
前ですが、元々はそんなにメジャーなテーマではないですよね。
生田　全然メジャーじゃなかったと思います。
畔栁　そういうとき、研究発表をどのような場でされましたか。
生田　私、発表が割とできたのは、毎年、大阪（関西）、それからウラジオスト
クとハバロフスクがホストになって研究会を開いて、その研究会で発表した論文
を発行していたのですよ。発行するのはウラジオストクの極東連邦大学の出版会
がほとんどでしたが、そこがいつも出してくれる。だから割と論文を公刊するこ
とが出来ました。
須佐　藤本和貴夫先生（大阪大学名誉教授、大阪経済法科大学学長、1938–2025）
が代表になって、関西と極東、特にウラジオストクとハバロフスクで経済と歴史
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の人たちが集まって、交互に日本・極東と研究会をやっていたのです［日ロ極東
学術シンポジウム］。コロナ禍でなくなってしまいました。私も学生のときは翻
訳を手伝いましたよ（笑）。
生田　翻訳の仕事を、常勤の教官、非常勤講師、院生など、みんなで分担したの
ですよ。
畔栁　それはロシア人の研究者が書かれた論文を日本語にしていたということで
すか。
藤原　向こうの人がこちらに来たときは私たちが彼らの口頭報告を日本語の冊子
にして、向こうに行ったときには、彼らが私たちの口頭報告を全部ロシア語の冊
子にしてくれる。
生田　だからみんながすごく苦労して翻訳していました（笑）。発表の機会が保
証されていたのは良かったね。コロナ以降はないのね。
藤原　極東連邦大学に勤めていた先生が亡くなられました。［『セーヴェル』をめ
くりつつ］2019年の 35回で終わりですね。
畔栁　35回というと、つまり 35年間やっていたっていうことですか。それはす
ごいですね。
須佐　雲和広さん、羽場久浘子先生とか。羽場先生はロシア関係ではないのです
けど、いらっしゃいましたね。

ニコライ・ネフスキー研究
畔栁　高名な民俗学者・言語学者ニコライ・ネフスキーについて研究されていま
す。先ほどお話に出た、ネフスキーの親友で、大阪外語で教鞭をとったオレス
ト・プレトネル先生にロシア語を習ったのがきっかけでしょうか。
生田　それもありましたね。私、昔からネフスキーに関心があって。彼のお嬢さ
んのお家に何回も行って、写真とかなんとかいっぱい見せてもらいました。モス
クワにお住まいだったので、いつも文書館や図書館に行ってからお訪ねしていた
のですが、食事を用意してくれて、борщとか出してくださってね。お嬢さんは
私が研究成果を発表することを期待されたのですよ。ところがまだこの『資料が
語るネフスキー』（2003）しか書けていないので……。もう彼女はお亡くなりに
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なったのですが、お孫さんとかにささげたいと思っています。
　口頭では、天理大学でシンポジウム「悲劇の天才言語学者ネフスキー」をした
のですよ［2015年、特別展「天理大学創立 90周年記念展 悲劇の天才言語学者ネ
フスキー─自筆資料に見る軌跡」（2015年 11月）に併催された］。
須佐　今、日本のネフスキーの資料はほぼ天理図書館にありますね。
生田　天理大学はネフスキーと直接関係はないのですけどね。ただネフスキーの
本が古本屋さんからガバッと出たのですよ。そのときにどこが買うか。彼は京大
にも非常勤で行っていた。それから本務校であった大阪外大とか。ただ大阪外
大も、京大も、年間の予算が限られているでしょう。天理大学は真柱さん［天
理教の代表］が「OK」言ったらいくらでも出るのですよ。それでそっちに行っ
ちゃって。天理大学は別にそこで教えたわけでもないし、ネフスキーとは直接の
関係はないけれども、買い取って。
須佐　蔵書だけでなく、いろんな資料もありますよね。整理はまだ途中のようで
すが。
生田　一応、全部写真には撮らしていただきました。ネフスキーは写真を撮るの
が好きだったので、写真を撮っている自分を写したものとか、裸に近いような姿
で勉強している写真とかがありました。本を必ず出さないといけないと思ってい
るのですけどね。
畔栁　ネフスキーの娘エレーナさんとの思い出をお聞かせください。
生田　本を出してほしいというのが、私に対するエレーナさんの希望で。出しま
す、と言っていろんな資料を見せてもらったのに、まだ書けていないから、心
が重いですね。彼女、日本に来たのですよ［2002年］。宮古島の「ネフスキー通
り」の“歩き初め”のとき呼んでもらって。私も一緒に行きましたけどね。宮古
島の人はネフスキーのことを覚えていて、私、そこでネフスキーの時代に生きて
いた人のインタビューもしました。ネフスキーは台湾も行っているから、そこに
も行ってインタビューして。ともかく全部しているのですよ。ネフスキーはお墓
がないのですけれども、ロシアには、大きな穴を掘って、いろんな粛清された死
体が一緒くたに放り込まれた所があるのですよ。Левашовская пустошьっていう
のですけれど。ネフスキーの娘婿に運転してもらってそこに行ってきました。墓
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標も何にもない所です。ただギロチンにかけられている人の像が置いてありまし
た。まだ全然発表していないので、これからの仕事としてやりたいと思っていま
す。

「ハルビンとウラジオストクを語る会」と雑誌『セーヴェル』
畔栁　『外交儀礼から見た幕末日露文化交流史』などを発表された後、社会史の
方面で、中国の白系ロシア人へと、お仕事をさらに展開されました。そのきっか
けをぜひ伺いたいと思います。
藤原　やはり、雑誌『セーヴェル』ですかね。執筆者として先生のお名前が出て
くるのが 9号からです。1999年ですね。

［以降、雑誌『セーヴェル』のバックナンバーをめくりつつインタビュー］

畔栁　早くからハルビンに目をつけていらっしゃったのですか。
生田　伊賀上菜穂さんとか、阪本秀昭さん、藤原さんたちと一緒にハルビン行っ
たでしょう。あれいつだった？　中嶋毅さんとか、みんな一緒に。

『セーヴェル』の調査旅行（2013年 9月）
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藤原　あれは 2013年です。
生田　私、［最初は］内山ヴァルーエフ紀子さんと一緒に行ったのを覚えている。
もっと早かったと思います。
藤原　内山さんが「哈爾浜に残るロシアを探して」っていうのを書いている時で
すかね［12号］。
生田　これ、私一緒にいたと思うわ。
藤原　じゃあ、2000年ですかね。12号の「まぼろしのスパリヴィンの墓」に書
いてあります。
生田　2000年には左近毅さん（大阪市立大学名誉教授、1936–2002）、内山さん
と一緒に行きました。『セーヴェル』の同人たちと一緒に実際に旅行をしてみて、
余計関心が深まりましたね。
畔栁　先生は『セーヴェル』の創刊の時から同人だったわけではないのですよね。
先生が『セーヴェル』、「ハルビンとウラジオストクを語る会」にかかわられるよ
うになったきっかけは、ハルビンへの関心ですか。
生田　そうですね、［ハルビンが］面白いなと思ったのは、小泉先生が亡くなら
れてからかな。あるいはお亡くなりになる前に、小泉先生から後のことを頼まれ
たからかな。ハルビンは日本から一番近い西洋だと言われていた、独特のモダン
な感じの街だった。みんなで一緒にハルビンに行ったのですよ。皆に行こうと言
われたのだと思うわ。私はやっぱりみんながいてくれたからやってこられまし
た。私は事務とかあんまり。藤原さんは経済が専門だからそれこそばっちり。そ
んなのが関係あるかどうか知りませんが（笑）。
藤原　2002年の 16号から［編集が］先生の名前になっています。これはあれ
じゃないですか？　刷り直した号。
生田　アイ・ジーという印刷会社でいつも頼んでいたのとちがうかな。アイ・
ジーに変わる前かな。私が入れていただいたときには、薄くてペラペラでした
が、雑誌ができる体制は既にできていました。
畔栁　雑誌『セーヴェル』運営に当たってご苦労があったと思いますが、印象に
残っていることがありましたら伺えますか。
生田　なんかありました？（一同、笑）私はもうこの人たちがしっかりしている
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から、原稿を催促して集めて、それで印刷できるようにして。藤原さんは結構し
んどかったのとちがうかな。
須佐　会計もされているし。
生田　事務能力がすごくあるからなのですけど。
藤原　ないですけど（笑）。でも、先生はいつもおっしゃいますけど、『セーヴェ
ル』は研究仲間がいて、いいですよね。研究会もできるし、一緒にハルビンにも
行ったし。
生田　そう、それが良かった。ここの同人になってくれている人は、結びつきが
強いのですよね。強くなったというかね。
藤原　『セーヴェル』の独特なところは、体験者の記事をずっと載せているとこ
ろでしょうか。
生田　最近は少なくなったけれど、みんなで一緒にハルビンとかをフィールド
ワークしたから、それも良かった。
藤原　私が行ったときは、これはその時のですよ。［「旅のしおり」を見せていた
だく］
生田　本当によく残っていたね。
藤原　行った人の名前が中にあります。
生田　本当だ。これは、マヤトラベルが作ってくれた。割とそういうのが専門み
たいな旅行社ですね。
須佐　私は『セーヴェル』に入ったのは遅かったのですけど、それは大学に行く
途中に、ときどきモノレールで先生とお会いしたのですよね。そのとき「何して
いるの、須佐さん」とか言われて、それがきっかけで入ったのです。先生のおか
げで、っていうか、先生が「何しているの」っていうから入った（笑）。
生田　そんなこと言った（笑）？
須佐　はい。こんなんあるからって言って、で入って。その後一緒に旅行に行っ
て、いろんな先生がいらっしゃって、それがすごく勉強になって。でもコロナの
後、旅行はなくなってしまって、それが残念です。
生田　そうね、また行ってもいいけど……。
藤原　そうですね。行きましょうとかいう話は出ていますけど、なかなかちょっ



生田美智子

─ 277 ─

と。
須佐　計画するのもなかなか難しいですよね。
畔栁　『セーヴェル』の同人はどのように集められたのですか。
生田　満洲の台湾人をやられている方がいて、その方に頼んで書いてもらったこ
ともありました［36号］。だから、阪本先生が集められた先生とか、知り合いの
先生以外にも、同じようなテーマの人に原稿依頼をしました。映画の研究者と
か、そういう人もね。
藤原　40号の李潤澤さんとか。
生田　彼女は中国に帰ったのかな。
藤原　そうですね。でも、こうやって書いてくれて、日本に来たときに持って帰
りはったでしょう。
生田　だから、国籍もいろいろよね。

文書館での史料調査について
畔栁　先生はアーカイブでの史料発掘にも精力的に取り組まれています。
生田　藤原さんと行ったのかな。
藤原　先生とは、ロシアは РГИА［サンクトペテルブルクの Российский 

государственный исторический архив］とハバロフスクは行きましたよね。それ
から一緒に行ったのは、プラハと、サンフランシスコの Русский музейとフー
ヴァー［Hoover Institute］。それから私たち 3人で一緒に、ワシントンの NARA

［National Archives and Records Administration］に行きましたね。
生田　ワシントンね。学会もよく行ったのですよ。学会に行くのと調査に行くの
と、あるいは両方するとか。
藤原　『セーヴェル』でもう一つ面白いのは、現地に行った旅行記とかも書いて
あって、それを参考にしながら［同じ場所で調査する］とかもお互いできて。先
生がハバロフスクの調査記で、ハバロフスクのアルヒーフでどうやって、どう
だったか、というのを書いてくださっていて、次行く人はそれを読んで行くので
すよ。［『セーヴェル』をめくりつつ］左近幸村さんも РГИАについて書いてい
ますよね［27号］。書いてくれて、アルヒーフについて情報提供もしてくれるの
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ですよ。中嶋毅先生は結構書いてくれていますよね。ハバロフスクで生田先生に
会ったって書いていますね（一同、笑）。
畔栁　『セーヴェル』という雑誌は研究者のコミュニティそのもので、とてもい
いですね。調査に行かれるときは、大体何週間ぐらい行かれていたのですか。 

生田　2～3週間かな。ロシアの文書館は注文して何日か経たないと、資料が出
てこないのですよ。だから日本だったらすぐに出してもらえるのに、だいぶ待つ
から、すごい時間を取っていかないと満足な調査ができないというのが、ちょっ
と大変でした。特にロシアはそうですね。ほかはそんなにひどくもないけど。

ロシア人研究者との交流
畔栁　次にロシア人研究者との交流について伺いたいと思います。まず、『中国
におけるロシア・ディアスポラ Российская диаспора в Китае （1920-1950-е гг.）』
（2008）などのお仕事がある、エレーナ・アウリレネ先生（Аурилене, Елена 

Евлампиевна）についてお聞かせください。
生田　私が文書館か図書館で本を見ていたのですよ。そこにたまたまアウリレ
ネさんご本人がいらして、これ私の本です、っていうふうに言われてね。それ
からなんか仲良くなって。家にも招待してもらって。大きな犬がいる家。日本
にも来てもらって、藤原さんが案内してくれて。私、あの人を京大の人文研に
連れて行ったのね。アウリレネさんがトイレに行って─水洗の流し方を教え
ていなかった私が悪いのかもしれないけど─非常ベルを押したんですよ。ぶ
わーって鳴って、みんなが駆けつけてきて、彼女、すっごい恥ずかしい思いをし
たと言っていました（一同、笑）。でも、そんなのいちいち言わないとダメかな
（笑）。
畔栁　藤原先生もお親しいのですね。
藤原　それは、やはり生田先生が仲良くなったのが最初で。アウリレネ先生が誕
生日のときに、たまたま向こうにいて、呼んでもらって。スウェーデンかどこか
の学会で、発表も一緒にしましたよね。
生田　彼女とそれからオリガ・バキチ（Bakich, Olga Mikhailovna）さん、伊賀上
菜穂さん、藤原さんと私。一緒にパネルを組んだのですよ［国際中東欧研究会
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（ICCEES）ストックホルム大会（2010年）］。エルマコーワさんとも組んだこと
ない？
藤原　さっき写真にありましたね。あれはバキチ先生とエルマコーワ先生。別の
2016年のシンポジウム［国際シンポジウム「女たちの満洲とその後」］で、日本
でやりましたね［33号］。
生田　あのときは相川和子さん（1937–2025）、高木榮子さんとか、昔ハルビンに
いた人たちを全部呼んで、シンポジウムしたことを覚えています。
藤原　ヨコタ村上孝之さんと、岡山のドミートリエヴァ［・エレーナ、ネチャエ
ワ・アンゲリナ］さんが通訳した。
畔栁　アウリレネ先生とのパネルは、いつ頃の話ですかね。
藤原　［『セーヴェル』をめくりつつ］「満洲の中のロシア」のシンポジウム
（2012年1月）が28号……［ICCEESでパネルを組んだのは］2010年ですね［27号］。

［ここで一旦、生田、インタビュー会場の教室の外に出る。戻ると、ドアのオー

トロックが作動して教室に入れない。］

須佐　［開錠しながら］今の大学はこんな感じですね。同じような経験をしたの
はフィンランド。フィンランドは銃の所持率が高くて、以前学校で銃乱射事件が
あったこともあって、今では防犯のために教室は外から開けられないようになっ
ている。でも遅刻した生徒はこっそり教室に入れなくなっちゃった……。
藤原　うちも今、下で閉めているじゃないですか。やっぱりこれぐらいの場所に
あるんで［新箕面キャンパスは旧キャンパスよりも繁華街に近い］、不審者が出
るからっていうので、結構厳しいのですよ。
生田　昔の大阪外国語大学には誰でも勝手に入れて、オープンな感じだったけど
ね。私が勤めていた頃は、研究室で寝泊まりしている先生がいました。朝早く
行ったらパジャマでね（笑）。遠いところにあったからね。そうしないと仕方が
ないという一面もありました。
畔栁　［2019年の写真を見つつ］この方がプシュカリョヴァ先生（Пушкарева, 

Наталья Львовна）ですか。
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生田　この人はロシアの女性学会の会長なのよ。
畔栁　どちらでお知り合いになったのですか。
須佐　先生はその当時、女性学会に毎年行ってらっしゃいましたね。
生田　そう、私、女性学会でよく発表していたのですよ。そこで知り合いました。
畔栁　女性学会というのは、ロシアの学会ですか。
生田　世界的なものです。ロシアの人もそうだし、いろんなところから女性問題
に関心のある人を呼んで、やっています。プシュカリョヴァさんが車を運転し
て、いろんなところを案内してもらって。積極的な人。こちらも招待しろと言わ
れて、科研費で招待して、伏見稲荷とかいろんなところに連れていきました。有
宗昌子さんの案内役がうまかった。
畔栁　2019年のシンポジウム「非日常における女たち」です［35号］。
藤原　須佐さんは司会されていますね。報告もされています。
須佐　覚えてない（一同、笑）。
藤原　お友達のムーヒナさんっていう人も自費で一緒にいらして。お 2人とも割
と日本人に似ていて、京都に一緒に行くと、日本語で話しかけられて。あの人た
ち、日本語わからないのですけど、って（笑）。
畔栁　その後も交流は続いて。
生田　最後に会ったとき、ロシアで彼女が案内してくれて、そのときに交通事故
に巻き込まれたの。彼女が私に「降りて、タクシーで帰りなさい」と言うて。帰
国する日だったから。
畔栁　そうなのですか？！
生田　でも何ともなかったのと違いますか。今もメールでやり取りはしているの
で。やり手よね、すごく。
畔栁　次はアミール・ヒサムジーノフ先生（Хисамутдинов, Амир Александрович）
について伺えますか。アジア太平洋地域のロシア人の活動を扱うウラジオストク
の歴史家です。
生田　神戸にある外国人墓地に一緒に出かけて調査しました［24号］。それで先
ほど言ったオレスト・プレトネル先生のお墓にも行きました。プレトネル先生の
お嬢さんもそのとき既に亡くなっていたのかな。私の教えていただいた外国人の
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先生たちのお墓がいくつかあって、お参りしてきました。
畔栁　ヒサムジーノフさんは非常に多作な研究者です。
生田　そうそう、もう、書きなぐっている感じですよ（一同、笑）。家に行った
のよ。そうしたら手先も器用で、自分で日本の神社を建てて（一同、笑）。家も
自分で全部建てたのよ。あらゆるところですごい人。エネルギッシュな人です
ね。論文も書くのがすごく早い。
畔栁　ロシアでも、先生が研究されているテーマを、やっぱり同じように追求し
ている先生方がいるということですよね。ロシア人の研究者とご自身のスタンス
の違いを感じられたことはありますか。
生田　私は日本に足場があるし、向こうはロシアで、やっぱり視角が違うのか
な。ちょっと目を付けるところとかね。それは、あまりネガティブに捉えるもの
ではないと思います。それぞれの特性があるから、それぞれに合った形で。同じ
ものを見ても違いますものね。

雑誌『セーヴェル』の調査旅行と新年会の思い出
畔栁　ところで調査旅行で先生が訪問されたのはハルビン、満洲里と？

『セーヴェル』の調査旅行：内モンゴル（2016年 9月）



Curricula Vitae　日本ロシア文学会 75周年記念インタビュー集

─ 282 ─

生田　ハルビンはもういっぱい行きました。藤原さんがやっているのはチューリ
ン［商会］やから都会も行っているし、それから佳

ジ ャ ム ス

木斯とかも行ったしね。ハイ
ラルも行ったよね。
須佐　あとは内モンゴル。先生、国境を越えたんちがいますか。
生田　国境越えた。川の真ん中から出た。川を隔てて中国とロシアになっていた
と思うわ。それを途中まで行って。本当は行ったら駄目なところに行ったの。ブ
ラゴヴェシェンスクやなかった？
須佐　もう一つ、荷物を持っている人がいっぱいいてどうのこうの、っていう話
を先生から聞いたことがあるのですけど……。
生田　ロシア人、大体荷物いっぱい持っている（一同、笑）。
須佐　そう、綏芬河も先生は行かれていたと思う。あとはロマノフカ［村］。
生田　ロマノフカ、行きました。良かった。
藤原　ロシアですけどビロビジャン、行きましたね。
生田　いろんなところに行きましたね、本当に。
畔栁　ビロビジャン、ユダヤ自治州はいかがでしたか。
藤原　シナゴーグに杉原千畝さんのちっちゃい写真がありましたね。
生田　千畝さんの写真は掲げてあったけど、「もう 1人樋口季一郎がいるでしょ
う、掛けておいてください」って言うたのを覚えている。軍人だったのだわ、そ
れほど有名じゃないけど、でも［ユダヤ人の満洲通過に］貢献したのですね。
畔栁　先ほどの、先生が国境を越えたというのは、中国側からロシア側に行かれ
たっていうことですかね。
生田　中国に行ったときに越えてね。塚田力さんと一緒に。彼は中国語ができる
からね。
藤原　『セーヴェル』は新年会を 2014年からずっとやっていて。
生田　最近はずっと「キエフ」［京都祇園のレストラン］やね。このごろ新年会
は発表と一緒なんですよ。頼んどいたら「キエフ」が……。
須佐　全部セットしてくださる。発表は 1人 30分ぐらいで。
藤原　皆さんいろいろな発表をやって。2014年は生田先生と天理村の山根理一
さんがやったりとか。
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生田　山根さんは天理教の信者なのですけどね。満洲に天理村というのがあった
のです。そこの住人だった人。もう亡くなられたと思いますけどね。家に行った
ら、玄関に満洲［国］の国旗が掲げてあって。
藤原　朝日新聞の永井靖二さんのモンゴルに行った話とか。
生田　永井さんがモンゴルに行って、跡を飛行機で写真に取ってきたのよね。そ
れを発表してもらった。永井さんって、今、朝日新聞の編集委員かなんか。その
頃は朝日新聞の記者やったのですけどね。
藤原　新年会は 2021年までやっていて、2022、2023年がなくて、2024年。
畔栁　雑誌だけでなく、新年会も大事な集いですね。
生田　1人か 2人、必ず発表しているからね。
畔栁　毎回何人ぐらい参加されるのですか。
生田　「キエフ」の個室の席いっぱいになるものね。
須佐　30人、40人いますか？
生田　家族で来る人もいる。
藤原　最近はもう大きくなったけど、うちも。
生田　小さかったからね。ヨコタ村上さんも、内山さんもそうやってね。それか
ら［池田］いずみちゃんね。『セーヴェル』の編集をしてもらっている、ゼミの
元学生。ご主人がロシア人。
須佐　今年は先生がサハリンの話をされて。
生田　2023年 12月に須佐さんと一緒に行ってきたのですけどね。そのときの報
告をしました。

最近のお仕事について─サハリンでのインタビュー
畔栁　先生の直近のお仕事はサハリン関連ですね。
須佐　先生と一緒にユジノサハリンスク、コルサコフ、ホルムスクの三都市に
行ってきました。王子製紙工場跡とか、奉安殿跡とか。日露戦争のときの日本軍
上陸記念とか残っていて、それを見たりとか。残留日本人のサトウ・ボリスさん
と、奥さんが韓国人なのですけど、お会いしたりしました。サトウさんのご両親
は 60年代に日本に帰ったそうです。
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生田　なんか［ロシアのウクライナ侵攻後］あんまりモスクワとか行かないもの
ね。今度予定している調査では教え子［上述の植原邦雄さん］がそこで働いてい
るから、インタビューする人を探してくれているのですよ。だからぜひ行こうと
思っています。
畔栁　そういう伝手を使いながら調査されているのですね。
生田　伝手がないと、いきなり行って、誰かとインタビューしたいです、って
言っても、ね。やっぱり、ある程度用意してから行かないと。
須佐　この前は北海道サハリン協会の方に協力していただいて。でも、残留日本
人の方々ももうお年でほとんどもうインタビューできる人がいなくなった、とか
おっしゃっていて。だからこの前は 3人でしたよね。

『満洲からシベリア抑留へ』（2022）─抑留経験者をどう探すか
畔栁　先生のお仕事でも、女性の抑留者に注目するという視点は、新しかったと
思いますが、研究のきっかけを改めてお聞かせいただけますか。
生田　昔から知っている朝日新聞の記者が、私のところに電話をかけて来たので
すよ。ある女性が抑留中にナホトカで、ロシア人にダンスホールに連れて行って
もらった、という話をしていると。それの、真偽のほどを尋ねられたのですよ。
私もそんなまさかと思って、その記者が彼女にインタビューするとき一緒に連れ
て行ってくださいと頼み込みました。連れて行ってもらっていろいろ調べると、
本当にその人はダンスホールに行っているのですね。佳

ジャ

木
ム

斯
ス

第 1陸軍病院の看護
婦さんだったのですよ。その人から芋づる式に、ほかの看護婦さんとか、看護婦
見習いとか、いろんな人を紹介してもらって『満洲からシベリア抑留へ：女性た
ちの日ソ戦争』（2022）、これを書いたのです。
畔栁　元々は文献学から研究の世界に入られて、今はインタビューをメインにお
仕事をされています。その移行については。
生田　やっぱり、インタビューの方が生々しい声が聞こえるのでね。面白いって
いうか、今インタビューをしなければ亡くなられてしまうというのがあって。だ
からまずはこれを優先して。私がインタビューした、佳木斯第 1陸軍病院の婦長
さんなんかね、100歳過ぎられて、この間亡くなられました。だからネフスキー
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なんかも、もう何でも、ちょっ
と置いといて、今インタビュー
しておかないと、というのが
あって。
畔栁　朝日新聞の記者の方とは
どうお知り合いになられたので
すか。
生田　大学に「夜間主コース」
［社会人などを対象とした夜間
の 4年制コースで、2007年大

インタビューの様子

阪大学との統合時に学生募集停止］っていうのがあったのですよ。授業があった
から、夜も私、大学にいたのですね。そうしたら朝日新聞の記者が、私とは全然
なんの知り合いでもないのに、夜に研究室をノックして。亡命ロシア人関係の質
問をされたのです。
　［これまでインタビューした抑留経験者は女性が多いが］男の人で 1人、印刷
所を経営している人がいたのですよ。その人が、みんなで帰ってきてからの証言
とか、自分のいろんな実体験を書いておられる。50何冊まであるのかな、それ
を全部コピーさせてもらってね。人的にも、資料的にも助かりました。［抑留経
験者は］みんな一緒に苦労したっていうのがあるから、結束が固いのですよね。
1年に 1回ぐらい、どっかにみんなで遊びに行って、親睦会みたいなのをやって。
［1人証言者が見つかると］芋づる式で［他の証言者にも会える］。［最初の］1人
を見つけるのが大変みたいで、それがたまたま私はラッキーだって。そういう新
聞記者の人と知り合ったとかね。向こうは取材に来られたのだけど、取材に答え
るよりか一緒について行くと、押しの一手で（笑）。ついて行きました。
畔栁　ロシアでは、当時からずっと今もロシアに住まれている日本人や、その周
りで抑留を目撃していた方へのインタビューもなさっています。
生田　それこそさっきも言いましたけど、芋づる式に行くから、会えるかどうか
わからないし、もう 90歳、100歳近い年代になってくると、かなり亡くなって
いるのですよね。だから、やるのだったら今のうちっていうのがあって。
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須佐　覚えているのは、ロシア極東に行った時、先生、人に会うたびに聞いてい
ましたね。前から歩いてきた人がちょっと年配だったら「これ見たことあります
か」とか。コムソモーリスカヤ・ナ・アムーレで「絶対たくさん日本人いたか
ら」って。
生田　まず村役場に行って一番長老の人を紹介してもらって、その長老の人の家
に行って、「こういう日本人知らないか」とか言うと、大体紹介してくれるので
すよ。最初から準備なんかしていけなかったものね。大体みんな親切なので、あ
んまり拒絶されることはなかったですね。日本からわざわざこんなところまで来
てくれたっていうので。その人たちが発行している冊子みたいなのを頂いたり。
でも急がないと、もう亡くなってしまわれるね……。
須佐　あとは抑留の墓参団も行かれましたよね。そのときも博物館で話をした
ら、ずるずる出てきたのですよね。それ以前に富田武先生（成蹊大学名誉教授、
1945–2025）が名簿については全部確認されていて、それも『セーヴェル』にあ
るのです［35号］。けど、そのときも「何かあるはずだ」とか言って喋っている
と、「これかな」なんて、箱でいっぱい出てきたっていうのがありました。
生田　向こうが出してくれたのも、押しの一手ですね（笑）。
畔栁　この女性抑留者についての成果は、社会的な注目も集めたかと思います。
生田　ラッキーだった部分もありますよね。
須佐　先生は新たに女性抑留者の名簿を見つけられましたよね。それも大きかっ
たかと。
藤原　新聞の夕刊の一面に載りましたよね。
須佐　先生の指がしっかり写真に入っていましたね（一同、笑）。
藤原　生田先生が載っていますねって、同級生からメール来ましたよ。
須佐　私もコピーして送りましたもんね。
生田　ありがとうございます（笑）。
畔栁　専門家ではない方に研究についてお話しされるとき、心がけていらっしゃ
ることはありますか。
生田　わかりやすいように話すことかな。あと私、大体プリントだけじゃなく
て、パワーポイントも使ってやるのですよね。割と、いろんなところから講演を
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頼まれましたね。やっていることが女性だというので、これまでほかの研究者が
あんまりやっていないからかな。割と親しい男性の抑留者の方に聞いたら、「女
性なんか、そんなのはいなかった」って。だから、男性の抑留者でも女性が抑留
されていたことを知らない人は結構いる。たまたま良いツボを見つけたっていう
のがあるんじゃないかな。

日本ロシア文学会
畔栁　最後に、日本ロシア文学会について伺えますか。そもそも最初に入られた
きっかけは。
生田　國本先生に勧められたのだから、もう大昔です。論文を読んでいるだけ
じゃなくて、人の研究を聞くことは刺激になって良かったと思います。あとはロ
シアとか、そういうところに行って発表できたのも、刺激的ですね。
畔栁　先生はご自分では文学の専門ではないと思っていらっしゃるというお話が
先ほどありました。
生田　ロシア文学会には文学の人が多いけれども、文学でない人もいらっしゃる
じゃないですか？　私はそっちのタイプだと思うのですけれども（笑）。文学っ
ていうのはその時々の世相をつかみとるから、それを無視しては歴史研究という
のも成り立たないと思うので、そういう意味ではいいかなと思います。
畔栁　授業では文学テクストも使われましたか。
生田　ゼミは歴史かな。講読として読むには文学はわかりやすいので、使いまし
たけどね。『どろぼうかささぎ』を使ったんじゃないかな。自分が好きなもの。
訳をみんなが知っているなら、勉強にならないでしょ。だからある程度マイナー
な、テーマ的に面白いような。でないと、みんな日本語訳で読んできて、それを
そのまま読んで。先生の方は翻訳えらい上手だなと思って（一同、笑）。
畔栁　学会を通じて交流があった先生は。
生田　印象に残っているのは、左近毅先生で、急死されたのですよ。奥様も同じ
日に亡くなられて。お別れ会が関西支部であって、そのときにある先生が男泣き
に泣かれていてね。ずっと印象に残っています。
畔栁　左近先生は『セーヴェル』の同人でもいらっしゃいました。
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生田　左近先生も結構書いてくださってね。私より早く『セーヴェル』同人をし
ていらしたんじゃないかな。なかなかいい先生でしたよ。
畔栁　本日は長時間お付き合いいただきまして。
生田　いえ、とんでもない。面白かったですね。
畔栁　本当にありがとうございました。

（文責：畔栁千明）
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宇多文雄（うだ　ふみお）

① 1941 年　②　③上智大学　④ロシア語

学、ソ連・ロシア研究　⑤『ソ連―政治権力

の構造』（中央公論新社、1989）、『グラース

ノスチ ソ連邦を倒したメディアの力』（新潮

社、1992）、『ロシア語文法便覧 新版』（東

洋書店新社、2016）

2024年 9月 25日、神奈川県藤沢市、小田急

江ノ島線・長後駅近くのご自宅にて。奥様も

時折インタビューに同席された。

インタビュアー：秋山真一、安達祐子

ロシア語との出会い
秋山　先生、ご無沙汰しております。今日は私と安達先生でインタビューをさせ
ていただきます。
安達　よろしくお願いします。
宇多　こちらこそ、よろしく。
秋山　先生はなぜロシアおよびロシア語をやろうと思ったのですか？
宇多　うん、あの、大きい理由と小さい理由がある。大きいってのは、状況ね。
たとえば、日ソ国交回復とか大きい話。それこそ日本の独立とかね、あの、アメ
リカの占領下にあったわけでしょ。それから上智大学にロシア語学科ができたっ
て話とか。これはね色々重なる。どういうことかっていうと、なぜ上智なんかに
ロシア語科ができたんだってこと。これはどうも国際的陰謀みてえだよ。あの、
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つまり、米ソは非常に厳しい関係にあったわけですよ。そこに日本が独立国だっ
てことで入っていくでしょ。もちろんアメリカの保護のもとにあったわけだけど
も。で、そういう中にあってなぜ、やっと日本が独立して、あの、独立回復し
たって言ったほうが正確かな。それから、日ソ国交が始まったわけだ。で、そう
いうときにどうして上智のような弱小大学にロシア語科ができたのか。大袈裟に
いうと国際的陰謀なんだね。タイミングが良すぎる。
秋山　小さいほうの理由はどうなんですか？
宇多　小さいほうはね、俺は栄光学園っていう、上智と同じ、学校法人のイエズ
ス会の中学高校で、受験の成績が非常に良い学校なんだよ。で、そこから推薦で
……。当時推薦制度なんてなかった。ただイエズス会だから内部でやっちゃえみ
たいなそういう推薦制度はあった。あの、対外的に開かれた制度じゃなくてね。
で、俺受験勉強するのイヤだったから、逃げたわけ。つまり当時の栄光学園の受
験界での実力と上智の評判みたいなのでいうとこんな［大きな］差だった。上智
低かったからね。ところが非常に運のいいことに素晴らしい先生がいたわけです
よ、そこに染谷茂先生（1913–2002）という。だからわけもわからずに自分が楽
したいと思って入った学校が非常にいい学校っていうのか学科ってのか、だった
んだね。そこでぶんなぐられたみたいな感じになって。つまり、わりとちやほや
優等生とかいってやってきた、で、本当にちゃんとやってる人からゴーンとやら
れた感じになって。あの別に染谷先生ってのはそういう意味で厳しい人じゃな
かったけど、ちゃんとしてたから、ああこれはいかんわと思ってね。
安達　その栄光学園から上智に行くっていう小さい理由と、社会的な大きな理由
が重なってロシア語を選んだってことですか？
宇多　まあ大きい小さいはともかくとして、そう、重なったんだね。で、大きい
方の話をすればさ、あの、要するに日本独立、それからソ連との国交回復で、領
土問題でずっともめて棚上げしちゃったんだよね、ご存じのとおり、領土問題っ
てのは「それはともかくとして国交回復しましょう」って恰好をとったわけだよ
ね。で、ちょうどそのころ俺がソ連やロシア語の研究をやりたいと思ったってい
うと、ちょっときれいごとになりすぎるんだな。逃げたいと思った。つまり、た
とえば東大受けて、とかっていうのと比べれば推薦で入れてくれちゃうんだも
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ん。例えばさ、同じ風に栄光学園から上智に行くにしても経済学部とかいくらで
もあったわけで、じゃあなぜロシア語かっていうとそこでわけのわからないまま
に屁理屈こねたわけだよ、頭の中で。これからはソ連だとかさ、いい加減な話で
ね。で、やってみたら見事に跳ね返されたってのかね。
秋山　染谷先生の授業でこういうことが印象に残っているってのはありますか？
宇多　いくらでもあるんだね。例えばね、大学を卒業して外務省入ってモスクワ
行ったでしょ？　で、家庭教師がいい先生で色々習ってノート取って、さすが本
場は違うわいって思う。でも大学時代の昔のノート見たら全部書いてある（一
同、大笑い）。
秋山　当時の上智のカリキュラムっていうか、どんな授業があったんですか？
宇多　ロシア語ばっかり。
秋山　あ、ばっかりですか。
宇多　いや、というかね、選択の幅が狭かった。規模小さいし、銭ないし、って
いうことでせせこましくやってたんだよ。つまり広くね、国際関係論とかそうい
うのはない。ロシア語だらけ。だけどそこにいい先生がいたから得したって言う
のかね。
安達　その染谷先生の授業が圧倒的に魅力的だったと仰ったのは、内容が難し
かったから？　内容がなんかこう……。
宇多　染谷先生の授業？
安達　惹きつける何かがあったんですか？
宇多　人柄がよくてね。ばかでも相手にしてくれたから人気はあったね、染谷先
生は。でも授業はちゃんとしてたよ。新聞読んだりしてたんだよ。
秋山　当時読んでた新聞はどういう新聞ですか？
宇多　プラウダっていうやつ。あの、まだ共産党一党独裁が健在だったからね。
秋山　ソ連事情みたいな授業はなかったんですか？
宇多　一つくらいだね。そこで大学紛争が起こって、がったがたになっちゃっ
た。
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外務省時代
秋山　先生は大学の学部卒業後に外務省に入省されていますよね？　その時はど
んな仕事をなさったんですか？
宇多　あのね、外務省に入って研修生ってことでソ連に行ったら、無知に、我な
がら無知に驚いて。何にも知らないの。あ、これいかんわって思って、で多少一
所懸命勉強したんだよ。で、ついてた家庭教師の先生ってのが、これが日本人を
教え慣れちゃっててさ、ちくちくいじめんだよね。ちくちくって文字通りよ。こ
うして鉛筆でつっつくんだよ。「Господин Уда! それじゃだめだ！」って。ただ
これが語学の勉強の方法としては悪くなかったんじゃないかな。つまり毎日二時
間先生が来ちゃう。朝からさ。相手は俺 1人だから、俺が勉強しなきゃ何事もな
い。おしゃべりなんてすぐ尽きちゃうんだよね。それとか、あと、本読んでるだ
ろ？　それでまあ例えばさ、ペースとして 1時間に 2ページとかなんとか。で、
ちゃんと俺が予習して質問があれば質問して、質問されたら答えてみたいにする
には時間がかかる。そういう意味ではね、寮なんかに住んで友達と意味のない会
話をしているより良かったんじゃないかな。
安達　教材は、政治の新聞読んだり文学作品読んだり？
宇多　教材？　小説です。
安達　小説。チェーホフとか？
宇多　チェーホフも読みましたよ。だけどね、あの、なんていうんだろう。日本
じゃあんまり知られていないかも知れないけどロシア語やったら教養として当然
読むべき小説ってのがいくつかあるわけでそれ読んでた。読まされてたという
か。たとえば君は知ってるか Двенадцать стульевとかね。
安達　あー、映画は。
秋山　映画ありますね。
宇多　Золотой теленокとかね。おんなじ Ильф и Петровって人だけど、作者。
Илья Ильфと Евгений Петровの共作って、どういう風に役割分担してたかは分
からない。これは面白かったよ。それでね、どういう風に面白いかって、どう
言ったらよいかな。教養がつくってのかな。こう、ロシア人が、教養あるロシア
人なら知ってるようなことがたくさん書いてある。で、ここ読まなきゃ先行って



宇多文雄

─ 293 ─

ロシア人と話してもだめだみたいな。そういう、あの、基本的教養？　ちょっと
聖書っていうと、でも聖書に似てるかもね、宗教的な部分除けば。うんと引用さ
れるんだよ、そのあとの作家によって、これがあれだって。教養書だね。
安達　それらの小説はロシア人が小さいときに必ず読んでるって感じなんですか
ね、それとも教養ある人が読んでるって……。
宇多　そうですね。小さいときっていうよりもやっぱりその思春期過ぎないと
（笑）、分かんないんじゃないか。小さいときはおとぎ話読んでるだろみんな。で
暗記させられてる。ところがいま言ってる本はそれとはちょっと事情がちがうん
だな。みんな読んでるっていったら読んでるんだけど、大人になってから読むも
の、ていうかませた子が背伸びして読むもんだな。あのね、一種の教養書、つま
りね、ばんばん引用されるんだよ。新聞の見出しとかに、片っ端から。
安達　ロシア人と交渉するときとか、ふつうにお話しするときにも出てくるよう
な……。
宇多　あんまりべらべらやると本当はこっちのロシア語の教養ってそんなに深く
ないからやばいんだけど適度にやるとね、「お前、やるじゃん」とか言われるん
だよね。けっこう難しいんだな。難しいってね、語学的に難しい。文学的には
ユーモア小説、だけどね、作者は冗談で入ってくるわけ。太刀打ちできない。
秋山　モスクワにはそのときはどのくらいいらっしゃったんですか、外務省に
入って語学研修生としては？
宇多　5年半。
安達　5年半！　けっこう長いですね。
宇多　帰国なし。当時は外務省も金なかったんだろうね。途中帰国なんてのは、
よほどのご褒美。
秋山　5年経って日本に帰ってらっしゃってからどれくらいで上智に？
宇多　すぐ。あの、上智に入れそうだってことが分かって。てのは紛争だったん
だよ。大学紛争。だから、もぐりこむすきがあったんだね。で当時の理事長って
のが、俺の中学高校のときの恩師で、イエズス会の神父だよ。ヨゼフ・ピタウ
（1928-2014）って、名前は知ってるかも知れない。ピタウさんに言って採用して
くれって言った。そうしたら「いいよ」って言ってくれたから帰ったら行くとこ
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ろあるんだから辞めさせてくれって言って。外務省は出先では解雇しない。だっ
て外交パスポート持ってるんだもん。だから俺みたいなやつを、もしクビにしよ
うとかいったら一回日本に戻して、そこでクビにしたわけだね。

ロシア文学会での関係
秋山　お話がちょっと離れちゃうかも知れないんですけど、前に上智で学会開い
たときに先生が乾杯のあいさつで、わりと文学会の当時の偉かった人に可愛がら
れてみたいなことを仰ってて……。
宇多　偉い人が？
秋山　たぶん原卓也先生とかそういう方が……。
宇多　そう、それは言える。原卓也（1930–2004）、江川卓（1927–2001）、川端香
男里（1933–2021）、それから米川哲夫（1925–2020）。あの、みなさん歳がね、俺
より 10くらい上なんだよ。で、そこにかたまってんの。原卓也とか江川さんと
か。だからそこにぽつんと 1人離れて。そんな関係もあったんだろうね。
秋山　事務局をなさってとかですか？
宇多　事務局をやってたときもあるよ。あのころは佐藤純一とか。
秋山　僕が文学会に入会したときに新潟大学で発表したんですけど、その新潟大
学のときが会長選挙の年で、そのときに佐藤純一先生が会長に選ばれていまし
た。そういえばあの時、宇多先生が僕の発表を見に来られたんですけど、発表順
で僕の前の人がキャンセルになったもんだから僕がワンブロック早く発表した
ら、僕の発表が終わったころに先生がお見えになって、「秋山君の発表を聴きに
きたんだが、終わってるんだけど、どういうことかな」って。
一同　大笑い
宇多　そのあと学会さぼって焼き鳥かなんか食いに行っちゃってさ。俺は行先で
学会の人に会っちゃったりなんかして。
一同　大笑い
秋山　その後、上智で全国大会を開催したのは 2017年なんですけど、そのとき
に宇多先生が乾杯のご発声で、この手の乾杯の発声なんてのは、一番長老がやる
もんだけど見渡したら自分が最年長でびっくりしたって（笑）。
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宇多　長老が目に入らないし、身長が目に入ったんだよ。
秋山　そのときに「もっと昔自分はいっぱい色々な先輩から可愛がられてたくら
いなんで年上の方がいっぱいいらっしゃるはずだったのに、なのでまさか自分が
今日の最長老だとは思わなかった」と仰ってて。
宇多　そうね、あの、俺の世代ってのは、ほとんどいないんだよ。それから 10

年くらい上にかたまってるの。あの学会みたいなところってのはこういう風に均
等にならないで、かたまったりなんかするんだよね。大学もそうだろ。そうなっ
ちゃうんだよ。
秋山　不思議ですよね。
安達　ばらけないでかたまっちゃいますよね。
宇多　どうしてもかたまっちゃうの。

研究の話と著書について
安達　先生が ругательствоの研究、なさって論文［「Ругательствоに関する一考
察 ─日本人の立場から─」『上智大学外国語学部紀要』第 6号］をいただいて。
かたや『ソ連─政治権力の構造』って本を書き、その一方で ругательствоの研究
みたいなものもされるじゃないですか。そのへんのバランスみたいなのって、ご
自身の中にあったんですか？
宇多　ていうか、あの外国語の学部というか、ロシア語の研究ってのは純粋な意
味の学問じゃないからね。なんとなくだろ。
秋山　政治のこと考えつつも語学のことはどっか頭の中にあるってことですか？
宇多　うーん、どういう言い方がいいんだろうな。あの、政治のほうもさ、ちゃ
んとした政治学出身じゃないわけだよ。ソ連研究っていうかソ連の勉強っていう
かをやっている際の政治の面からやるってそういうことでしょ。つまり、しばし
ばあるようにどっかの政治学科の、法学部で政治学やってって人とちがう。だか
らソ連政治やってて頭のどっかにロシア語研究がって言い方はちょっと合わな
い。いっしょくたになってるんだな。もともとがさ、大体語学なんて言い方、あ
れ一種独特であって、たとえば英語でもロシア語でも、あの、английский язык

の研究ってあり得るけど、語学ってのは、語学って言葉自体が不思議なもんだか
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ら。日本独特の。
秋山　先生が東洋書店の『ロシア語便覧』書かれたじゃないですか。あの便覧ま
とめるのは、どういうきっかけでまとめたんですか？　読むとけっこう、ロシア
語の文法書を参照されて、まとめられたんだろうなって思うところがあるんです
けど。上智を退官したきっかけで 1冊文法書をまとめようと？
宇多　別にそういうことじゃない。俺の場合、本書いたりなんかすんのといわゆ
る研究なんかと別にくっついてないから。
安達　『ロシア語通訳教本』のほうはどうですか？　あれは通訳協会の教材とし
てということですか？
宇多　違います。あれは徳永晴美さん（1947–2022）と一緒にね、その昔『ロシ
ア語通訳読本』って本書いた。20年くらい時間経ったからまた書こうと言った
ら徳永さんが嫌がって、1人で書きなよとか言って。で俺が書いた。
安達　でもけっこう色々な本出されてますよね、先生。
宇多　そんな本の多い人間じゃないよ。あの、まあ、こんなことやってるからゼ
ロじゃないけど、そんなにないよ。それと 2つに分かれちゃってるんだね。あ
の、いわゆる研究書と語学の教科書。語学の教科書ってちょっと研究書と違うん
だな。構えも違うし、とにかく語学の教科書っていうと引いて読めるみたいな辞
書みたいなそういう性格持ってないといけない。読んで面白いなんてこと考えな

いわけですよ。
秋山　小町文雄の本は読んで面白いように書くっ
てことですか？　あの、小町文雄ってペンネーム
使って、料理本を書こうってのはどういうきっか
けだったんですか？
宇多　あれね……、俺ね、60だったと思う。60歳。
でああいう本を書こうと思って。
秋山　60の節目だからってことですか？
宇多　別に偶然重なっただけ。60歳記念執筆な
んて（一同、大笑い）。
秋山　でもどういうきっかけで料理本を出されよ
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うと思ったんですか？　たとえば『趣味は佃煮～ある大学教授の「無趣味」から
の脱出～』とか。
宇多　あれはね若干野心があってね。駅の売店で売ってるような本書きたいと
思って。ところがどっこい駅の売店で売ってるのはよっぽど売れるもんなんだ
な。じゃなきゃあんな狭いところに入らない。そのころ名もなき雑誌に 2, 3雑文
書いてこれまとめようと思ったんです。そんなきっかけがあるんだな。
秋山　その依頼されたいくつかの原稿というのはどういうきっかけで依頼された
んですか？　先生に料理系のこと書いてくださいというのはどこから？
宇多　たとえば放送のテキストの……。
秋山　NHKの……。
宇多　だからその頃になると、こういう本書きたいなんていうと出版社の人がど
うぞなんて言うんだよ。
秋山　なるほど、なるほど。

ソ連の崩壊と宇多先生の視点
安達　話があっちこっち飛びますけどソ連が崩壊したじゃないですか。それで先
生の、なんか、変わりました？　研究の立場っていうか。
宇多　立場は変わらないですよ。はじめから別に肩入れしてたわけでもないし、
観察者。終始観察者。
安達　で、こう、よりいままでソ連の共産党とか研究してきたことが間違ってな
かったって言ったら変ですけど分析と合ってたというか、やっぱり崩壊したなっ
て感じありました？
宇多　ない。終始一貫観てた。だからこんなだったかなんてのはない。
秋山　ちょうど僕が学生のときはソ連が健在で授業は「ソビエト学入門」という
授業でした。ゴルバチョフがペレストロイカを進めてましたし、当時一般教養科
目でも先生が授業やれば当時の六号館の大教室で立ち見という状態だったじゃな
いですか。
安達　机に座って（笑）。
秋山　あのリアルタイムでソ連が崩壊していく様を僕は学生として見てたわけで
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すけど、先生は先生として見てたというか
……。
宇多　先生としてじゃない。観察者として。
秋山　観察者として見てて、でもほぼリアル
タイムで授業で語らなきゃいけなかったわけ
じゃないですか。
宇多　あれはある意味で易しかった。つまり
あることをそのまま先日のね、たとえば中央
委員会ではこういうことやったって言ってれ
ばいいんだろ。
秋山　でもこれが起こってることは何でなん
だろうとか学生が疑問に思うことを先回りし
て解説してくださったわけじゃないですか。
それとかも教えてて、どうしてそうやって詳
しいことが分かるのかなって。

宇多　教えるっていうよりこっちは観察者なわけですよ。観てるわけ。教えるっ
てのはたまたまそれを人に伝える・喋るという行為が加わるだけであって繋がっ
てるんだよあくまで。まあそれに学会なんかあるし北大にスラ研ってのがあって
そこで夏はシンポジウムなんかやってそこに参加したりするいわゆる研究活動っ
てのはしてたけどね。
秋山　観てることを先生は観察して述べてるだけと仰りますけど、学生からする
とあれだけ立ち見が出る授業だったわけですから。
宇多　いやね、そのあとがら空きになったよ（一同、大笑い）。
　俺がアメリカ行って帰ってきてからかな。その頃一番混んだな。
秋山　1989年先生はサバティカルイヤーなんですけど、1990年に戻っていらっ
しゃって僕がソビエト学入門とかロシア語の講読で二年生のときに先生から習っ
たんですけど、多分 1989年くらいからソ連が一番色々動いてた時代で、でもた
ぶん解説してくれる先生がちょうどサバティカルでいらっしゃらなくて 1990年
になって戻ってらっしゃったからここぞとばかり先生の授業聴きにわーっと集

2016年勉強会にて（こうやって机
に座るのが宇多流）
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まったのはあるかも知れませんが……。
宇多　そうだろうね。
秋山　それにしてもみんな聞いてる授業だったし大学の中でもあの人数いた授業
はそんなにないんじゃないかなって思いますけどね。
宇多　それはそうだな。そのあとずっと似たような授業やってったんだよ。
秋山　先生の授業ってわりとリアルタイムで聴くこっちは分かりやすいんですよ
ね。で、なるほどなと思って聴くんですけど、先生は全然板書をなさらないので
授業のノートがみんな夢中になって聴いてるんですけど終わるとみんなノートが
白いんですよ。僕は聞きながらずっとメモ取るタイプだったんで聴いてメモ取っ
ただけのノートがまあ試験前とかレポート提出締め切り前に飛ぶように売れまし
たけど（一同、大笑い）。
安達　私は先輩からやはりノートが回って来たのがありますね。
宇多　なぜかっていうと「ソ連崩壊」って授業じゃない。ソ連事情なんだあくま
で。たまたま崩壊した（一同、大笑い）。
秋山　それにしたって授業 30回喋るのは大変だなって思いますけどね。
宇多　そうじゃなくて共産党の組織とかこういう部分の話ですから。事件が起
こったってそりゃ彩りみたいなもんで（一同、大笑い）。
秋山　まあそうですね、授業の本質は起こっていることではなく、ソ連共産党と
はってことでしたから。
安達　でも観察対象、研究対象の国にそれだけの大変化が起こるってのは、まあ
観察者としては面白い……。
宇多　面白いですよね。そんなこと滅多にないから。
安達　そのぶんいま戦争が起きていて観察対象にものすごい変化が起きていて、
なんでそうなのかと考えたりするじゃないですか、なんかやっぱり……。
宇多　あのね、そりゃなんでそうかって明快な答えを求めてるからなんだよ。そ
んなもんないんだよ。こういうことが起こりました、こういうことが起こりまし
ただもん。
秋山　いま戦争起こっている最中でもさすがに立ち見の授業はないですね。ロシ
ア語学科で立ち見の授業はないです。
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安達　履修する学生は他学部の学生が増えまし
たね。今「ロシア・ユーラシア経済概論」って
授業をやってるんですけど他の学部学科の学生
が増えました。
秋山　関心はあるんですね。
宇多　そう、たとえば外国語学部全体を見ると
ロシア・ソ連に関心持ってる学生は多数派では
ないんだね。だけどいれば強いんだね。その関
心は、あの、どうだろう、ドイツ語やフランス
語はそんなにのめり込まないんじゃないかな。
昔と違って、うんと冷静に見るというか、昔は

のめり込んでたね。戦前なんてすごいね、本当にのめり込んじゃって。

後進へのメッセージ
秋山　お約束の最後の質問があって、今後のロシア語ロシア文学の研究者に対し
て先生からメッセージがあれば。
宇多　さあ、勝手にせいってことだね（一同、大笑い）。
秋山　まあ、基本的には、それでそうか、勝手にやるのがよろしいと。
宇多　そう、好きじゃなきゃできないしね。好きってのは、他人から言われてな
るもんじゃないからね。
安達　関心がそれぞれ違いますしね。
秋山　なかなか悩んでうまく論文が執筆できない院生に何かアドバイスあります
かって言われても君に関心がなきゃ書けないんじゃない？っていうことと同じで
すかね。
宇多　そうそう。
秋山　分かりました。ありがとうございます。
宇多　言われて関心持つようじゃしょうがない。
安達　ロシア語学科については何かありますか？　上智のロシア語学科につい
て。

教員紹介冊子で学生が描いた
宇多先生のイラスト
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宇多　やっぱりロシア語。ロシア語に関心がなきゃしょうがないよね。
安達　教員として、ロシア語学科の教員に対してはそのへんのアドバイスありま
す？　我々に。
宇多　あのね、ともかく学び舎ってのは、学ぶ対象、ロシア語に関心を持ってな
きゃどうにもなんないよね。これは与えるわけにはいかない。だから教師として
はそういうものを持った学生が集まって来たという前提でいるわけ。持たないや
つに持たせようってそりゃ無理だよね。
秋山　先生は昔、一年生のロシア語でチーチーパッパをやるのが先生だ、と仰っ
てましたけど、必ずしも第一志望でロシア語学科に入ってきた子ばかりじゃない
じゃないですか。ロシア語に興味がない子に対しては、それはもうしょうがない
よという感じですか。
宇多　彼らの問題だよ。それはここにロシア語という勉強の対象があり担当の先
生がいて教科書があってそれにどう向き合うって彼らの問題であって、こうし
ろ、ああしろって言えない。言っても仕方ない。
安達　大学だしね。
宇多　そうそうそう。
秋山　じゃあ先生が大学に入られて染谷先生がいらっしゃって授業やられてこれ
は気合を入れてやんなきゃいけないと思われたというそういうことですね。
安達　大学に入って関心や興味が助長されたプロセスが大学の中であったってこ
となんですね。
宇多　それはあった。つまりそれは最初の動機ってこれ非常に弱い、はっきりし
ない、ついその気になったみたいな、これを育ててくんだよ。勉強で。育てられ
るやつは伸びるわけ。育てられないやつはだめだよ。
秋山　上智は 1年次用の「基礎ロシア語 I」で再履修が多いですし、その後退学
する学生もいるんですけど、なんとかできないかなと思わなくはないんですがそ
れは仕方ない。
宇多　そうだよね。でもちょっと冷たく言っちゃうと、あれもあれで学生の側も
教える側も悪くない刺激ってのかな、じゃないのかな、適度に。あの、大学当
局は迷惑だろうね。はじめからやっぱり定員の 50人［現在の学年定員は 60人］
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入ってきてから 10人落ちるなんて言えないんだもん。誰も落ちないかも知れな
い。現にそういう年もあったしね。そうかと思えば 30人くらい落としたくなる
年もある。
安達　最終的に、アドバイスは「勝手にせい」でいいんですか？　文学会の将来
に何か一言っていうときに（笑）。
宇多　「勝手にせい」しかない。
秋山　分かりました。ですよね。改めてありがとうございます。

（文責：秋山真一）

2015年懇親会で乾杯の発声をする宇多先生
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編集後記

　「本の中で集う懇親会」─インタビューを受けてくださった先生方、インタ
ビューに協力・参加してくださった方々はもちろんですが、本書の中には実にた
くさんの顔が見えます。様々な声が響いているこの「場」で、「初めまして」とい
う人もいます。この先生のお話もうかがいたかった……ということもあります。
　世代、研究ジャンル、さまざまなレベルでの垣根を越えて……と当初から考え
ていましたが、私自身が予想外だったのは地域のレベルでの垣根です。会員と海
外の研究者とのこれまでのつながりについても多くを学ぶことができましたが、
国内各地の研究会やサークルといったさまざまな「場」の存在や活動の歴史につ
いて十分には理解していなかったことを痛感しました。毎年の全国大会でも（総
会や懇親会などトータルで）、より多くのかたにご挨拶してみたくなりましたし、
あるいは本書がきっかけとなって、各支部や研究機関、グループの連携イベント
などが生まれると素敵だなとも思います。
　楽しい「懇親会」がいちど「お開き」となるので、寂しくもあります。です
が、編集の立場からすれば、「ようやく校了までたどりついた」というのが正直
な感想でもあります。本書にはお手本とするような文献があったわけではなく、
つねに足元を確認しながら、道なき道を進んできました。次回、こうした企画が
立ち上がっていくときには、本書やWGの活動が何らかの形で役立つのではな
いかと思います。本書の編集活動また先生方へのインタビューを通して、積み重
ねることの大切さもあらためて学びました。
　一方で、いくども迷走・暴走し始める座長をゴールまで導いてくれたのは、
WGメンバーの皆さんのアドバイスやアイデアでした。ここにお礼を申し上げま
す。また、こちらからの無理難題につねに的確に、そして根気よく対応してくだ
さった松籟社の木村浩之さんにも感謝しています。

2025年 9月
日本ロシア文学会副会長  　　　　　　
同 75周年記念事業WG座長　坂庭淳史
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日本ロシア文学会 75周年記念事業ワーキンググループ

秋山真一（関東東北支部／ロシア語学・コーパス言語学）
扇千恵（関西中部支部／ロシア・ソ連映画）
大平陽一（関西中部支部／在外ロシア文化）
小椋彩（北海道支部／ロシア文学、ポーランド文学）
神岡理恵子（関東東北支部／現代ロシア文学・文化、冷戦期比較文化）
畔栁千明（関東東北支部／中露関係史）
坂庭淳史［座長］（関東東北支部／ 19世紀ロシア詩、思想）
中村唯史（関西中部支部／ロシア文学・ソ連文化論）
松枝佳奈（西日本支部／比較文学・比較文化、日露文化交流史）
望月哲男（北海道支部／ロシア文学）

インタビューでは、以下の皆さまにもご協力いただきました。
阿出川修嘉（関東東北支部／ロシア語学・アスペクト論）
須佐多恵（関西中部支部／在外ロシア）
田中大（関西中部支部／中世スラヴ語）
野町素己（北海道支部／言語学）
八木君人（関東東北支部／ロシア・アヴァンギャルド、ロシア・フォルマリズム）
安達祐子（ロシア・東欧学会／ロシア経済）
長谷川麻子（元会員／ 20世紀ロシア詩）
藤原克美（ロシア・東欧学会／ロシア経済論）
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